
(57)【要約】

【課題】ＡＳＩＣのコスト削減と再使用性向上との間の

トレードオフを改善するＡＳＩＣ設計を提供すること。

【解決手段】装置(114)は、共用される第１の側(68C+84

C)の第１のモータ接点(102C)と第２の側(76C+92C)の第

２のモータ接点(104C)とを有する第１のＨブリッジ(68C

+76C+84C+92C)と、第３の側(120+122)の第３のモータ接

点(124)を有するハーフＨブリッジ(120+122)とを有し、

前記第１の側(68C+84C)と前記第３の側(120+122)とが第

２のＨブリッジ(68C+120+84C+122)として動作する。別

の装置(154)は、共用される第１の側(68A+84A)の第１の

モータ接点(102A)と第２の側(76A+92A)の第２のモータ

接点(104A)とを有する第１のＨブリッジ(76A+68A+92A+8

4A)と、第３のモータ接点(162)に結合されたスイッチ(1

60)とを有し、前記第１の側(68A+84A)と前記スイッチ(1

60)とが部分的なＨブリッジ(68A+84A+160)として動作す

る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 共 用 さ れ る 第 １ の 側 (68C+84C)の 第 １ の モ ー タ 接 点 (102C)と 、 第 ２ の 側 (76C+92C)の 第 ２
の モ ー タ 接 点 (104C)と を 有 す る 、 第 １ の Ｈ ブ リ ッ ジ (68C+76C+84C+92C)と 、
　 第 ３ の 側 (120+122)の 第 ３ の モ ー タ 接 点 (124)を 有 す る ハ ー フ Ｈ ブ リ ッ ジ (120+122)と
を 含 み 、 前 記 第 １ の Ｈ ブ リ ッ ジ (68C+76C+84C+92C)の 前 記 共 用 さ れ る 第 １ の 側 (68C+84C)と
、 前 記 ハ ー フ Ｈ ブ リ ッ ジ (120+122)の 前 記 第 ３ の 側 (120+122)と が 、 第 ２ の Ｈ ブ リ ッ ジ (68C
+120+84C+122)と し て 動 作 す る こ と が 可 能 で あ る 、 装 置 (114)。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の Ｈ ブ リ ッ ジ (68C+76C+84C+92C)が 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー タ 接 点 (102C,104
C)間 に 接 続 さ れ た 第 １ の モ ー タ (66C)を 第 １ 及 び 第 ２ の 方 向 に 駆 動 す る こ と を 可 能 に す る
よ う 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の Ｈ ブ リ ッ ジ (68C+h20+84C+122)が 、 前 記 第 １ 及 び 第 ３ の モ ー タ 接 点 (102C,124
)間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の モ ー タ (118)を 第 １ 及 び 第 ２ の 方 向 に 駆 動 す る こ と を 可 能 に す る よ
う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 (114)。
【 請 求 項 ３ 】
　 共 用 さ れ る 第 １ の 側 (68A+84A)の 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)と 、 第 ２ の 側 (76A+92A)の 第 ２
の モ ー タ 接 点 (104A)と を 有 す る 、 第 １ の Ｈ ブ リ ッ ジ (76A+68A+92A+84A)と 、
　 第 ３ の モ ー タ 接 点 (162)に 結 合 さ れ た ス イ ッ チ (160)と を 含 み 、 前 記 第 １ の Ｈ ブ リ ッ ジ (7
6A+68A+92A+84A)の 前 記 共 用 さ れ る 第 １ の 側 (68A+84A)と 前 記 ス イ ッ チ (160)と が 部 分 的 な
Ｈ ブ リ ッ ジ (68A+84A+160)と し て 動 作 す る こ と が 可 能 で あ る 、 装 置 (154)。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の Ｈ ブ リ ッ ジ (76A+68A+92A+84A)が 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー タ 接 点 (102A,104
A)間 に 接 続 さ れ た 第 １ の モ ー タ (66A)を 第 １ 及 び 第 ２ の 方 向 に 駆 動 す る こ と を 可 能 に す る
よ う 構 成 さ れ 、
　 前 記 部 分 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ (68A+84A+160)が 、 前 記 第 １ 及 び 第 ３ の モ ー タ 接 点 (102A,162)
間 に 接 続 さ れ た 第 ２ の モ ー タ (158)を 第 １ の 方 向 に 駆 動 す る こ と を 可 能 に す る よ う 構 成 さ
れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 (154)。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 側 (68A+84A)及 び 第 ２ の 側 (76A+92A)を 有 す る Ｈ ブ リ ッ ジ (68A+76A+84A+92A)と 、
　 前 記 第 １ の 側 (68A+84A)の 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)と 、
　 前 記 第 ２ の 側 (76A+92A)の 第 ２ の モ ー タ 接 点 (174)と 、
　 前 記 第 ２ の 側 (76A+92A)の 第 ３ の モ ー タ 接 点 (176)と を 含 む 装 置 (172)。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)が モ ー タ (178)の 第 １ の 側 に 結 合 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 及 び 第 ３ の モ ー タ 接 点 (174,176)が 前 記 モ ー タ (178)の 第 ２ の 側 に 結 合 さ れ る 、
請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 (172)。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)が 第 １ の モ ー タ (180)の 第 １ の 側 に 結 合 さ れ 、
　 前 記 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)が 第 ２ の モ ー タ (182)の 第 １ の 側 に 結 合 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の モ ー タ 接 点 (174)が 前 記 第 １ の モ ー タ (180)の 第 ２ の 側 に 結 合 さ れ 、
　 前 記 第 ３ の モ ー タ 接 点 (176)が 前 記 第 ２ の モ ー タ (182)の 第 ２ の 側 に 結 合 さ れ る 、
請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 (172)。
【 請 求 項 ８ 】
　 プ リ ン ト ヘ ッ ド (44,46)を 受 容 す る よ う 構 成 さ れ た プ リ ン ト ヘ ッ ド キ ャ リ ッ ジ (34)と 、
　 請 求 項 １ 、 請 求 項 ４ 、 及 び 請 求 項 ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 (114,154,172)と
を 含 む 、 画 像 形 成 機 構 (20)。
【 請 求 項 ９ 】
　 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ を 動 作 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の モ ー タ と 第 ２ の モ ー タ の ど ち ら を 使 用 す る か を 決 定 し (138)、
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　 使 用 し な い 方 の モ ー タ に 取 り 付 け ら れ た 前 記 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ の 第 １ の 非 共 用 側 を ロ
ッ ク ア ウ ト し (142,148)、
　 使 用 す る 方 の モ ー タ に 取 り 付 け ら れ た 前 記 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ の 他 方 の 非 共 用 側 の 上 側
ス イ ッ チ 又 は 下 側 ス イ ッ チ を イ ネ ー ブ ル に し (144,150)、
　 前 記 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ の 共 用 側 上 の 入 力 を 駆 動 し て 前 記 使 用 す る 方 の モ ー タ を 動 か す
(152)、
と い う 各 ス テ ッ プ を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 上 の Ｈ ブ リ ッ ジ (172)回 路 を フ レ キ シ ブ ル に 使 用 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 Ｈ ブ リ ッ ジ (172)の 第 １ の 側 に 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)を 提 供 し 、
　 前 記 Ｈ ブ リ ッ ジ (172)の 第 ２ の 側 に 第 ２ の モ ー タ 接 点 (174)を 提 供 し 、
　 前 記 Ｈ ブ リ ッ ジ (172)の 前 記 第 ２ の 側 に 、 前 記 第 ２ の モ ー タ 接 点 (174)に 結 合 さ れ て い な
い 第 ３ の モ ー タ 接 点 (176)を 提 供 し 、
　 前 記 Ｈ ブ リ ッ ジ (172)に 第 １ の モ ー タ (178)の み を 接 続 し た い 場 合 に (図 ６ Ｂ )、
　 　 　 前 記 第 １ の モ ー タ (178)の 第 １ の 側 を 前 記 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)に 結 合 し 、
　 　 　 前 記 第 １ の モ ー タ (178)の 第 ２ の 側 を 前 記 第 ２ の モ ー タ 接 点 (174)及 び 前 記 第 ３ の モ
ー タ 接 点 (176)の 両 方 に 結 合 し 、
　 前 記 Ｈ ブ リ ッ ジ (172)に 前 記 第 １ の モ ー タ (180)及 び 第 ２ の モ ー タ (182)の 両 方 を 接 続 し
た い 場 合 に (図 ６ Ｃ )、
　 　 　 前 記 第 １ の モ ー タ (180)の 第 １ の 側 を 前 記 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)に 結 合 し 、
　 　 　 前 記 第 ２ の モ ー タ (182)の 第 １ の 側 を 前 記 第 １ の モ ー タ 接 点 (102A)に 結 合 し 、
　 　 　 前 記 第 １ の モ ー タ (180)の 第 ２ の 側 を 前 記 第 ２ の モ ー タ 接 点 (174)に 結 合 し 、
　 　 　 前 記 第 ２ の モ ー タ (182)の 第 ２ の 側 を 前 記 第 ３ の モ ー タ 接 点 (176)に 結 合 す る 、
と い う 各 ス テ ッ プ を 含 む 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は モ ー タ 制 御 用 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 画 像 形 成 機 構 は 、 例 え ば 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 型 装 置 、 電 子 写 真 式 装 置 、 染 料 昇 華 式 装 置 、
及 び リ ソ グ ラ フ ィ 式 装 置 を 含 む 。 画 像 形 成 機 構 は 、 用 紙 経 路 搬 送 機 構 を 駆 動 し た り 、 往 復
動 す る イ ン ク プ リ ン ト ヘ ッ ド や ラ ス タ ミ ラ ー な ど の イ メ ー ジ 形 成 ユ ニ ッ ト を 移 動 さ せ た り
、 プ リ ン ト ヘ ッ ド ワ イ パ 、 プ リ ン ト ヘ ッ ド キ ャ ッ プ 、 又 は 静 電 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ な ど の
サ ー ビ ス サ ブ シ ス テ ム を 使 用 可 能 に し た り す る た め に 、 モ ー タ を 使 用 す る こ と が 多 い 。 こ
れ ら は 、 画 像 形 成 機 構 内 に 別 個 の モ ー タ を 必 要 と す る 可 能 性 の あ る 少 数 の 例 に 過 ぎ な い も
の で あ る 。 技 術 者 は 、 可 能 で あ れ ば 、 ２ つ 以 上 の サ ブ シ ス テ ム の 機 能 を 同 一 の モ ー タ に 結
合 さ せ て 、 画 像 形 成 機 構 内 に 必 要 と な る モ ー タ の 数 を 少 な く し よ う と す る こ と が 多 い 。 モ
ー タ の 数 が 決 ま っ て い る 場 合 に は 、 適 当 な 特 定 用 途 向 け IC（ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ ） を 作 製 し 又 は 設 計
構 築 し て 、 画 像 形 成 機 構 内 の 各 モ ー タ を 制 御 で き る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 モ ー タ 制 御 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 又 は コ ン ト ロ ー ラ が 画 像 形 成 機 構 内 の 各 モ
ー タ を 制 御 で き る よ う に す る た め に Ｈ ブ リ ッ ジ 回 路 構 成 を 利 用 す る こ と が 多 い 。 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ
上 の １ つ の Ｈ ブ リ ッ ジ 回 路 が 、 制 御 対 象 と な る 各 モ ー タ に 割 り 当 て ら れ る 。 画 像 形 成 機 構
の コ ス ト を 低 く 抑 え る た め に 画 像 形 成 機 構 内 の モ ー タ の 数 を 最 小 限 に す る こ と が 重 要 な 場
合 が あ る の と 同 様 に 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の コ ス ト を 最 小 限 に す る こ と も 重 要 で あ る 。 一 般 に 、 Ａ Ｓ
Ｉ Ｃ 上 の 素 子 の 数 及 び Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 大 き さ を 最 小 限 に す る こ と は 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の コ ス ト を 抑 え
る の に 有 効 で あ る 。 少 し の コ ス ト 削 減 で も 、 大 量 の 画 像 形 成 機 構 が 所 与 の 設 計 で 作 製 さ れ
る 場 合 に は 、 極 め て 大 き な 利 益 に な る こ と が あ る 。 可 能 で あ れ ば 、 互 い に 異 な る が 類 似 す
る イ メ ー ジ 形 成 装 置 に 使 用 す る こ と が で き る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ を 設 計 す る こ と も 有 益 で あ る 。 例 え
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ば 、 ２ つ の 画 像 形 成 機 構 が 、 異 な る モ ー タ を 必 要 と し 及 び そ れ ら の モ ー タ を そ れ ぞ れ 異 な
る 機 能 に 使 用 す る と い う 異 な る 設 計 を 有 す る 場 合 が あ る 。 し か し 、 該 異 な る 設 計 は 、 共 通
の 多 数 の モ ー タ を 利 用 し 及 び お そ ら く は 同 一 の Ａ Ｓ Ｉ Ｃ を 共 用 で き る 可 能 性 の あ る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 上 の 回 路 の 量 を 削 減 す る と 共 に Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 広 範 な 再 使 用 性 を 高 め る こ と に よ っ
て Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の コ ス ト を 最 小 限 に し よ う と す る 場 合 、 技 術 者 及 び 設 計 者 は ト レ ー ド オ フ に 遭
遇 す る こ と が 多 い 。 小 さ な コ ス ト 削 減 が 大 き な 効 果 を 奏 す る こ と に な る 特 定 の 画 像 形 成 機
構 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 大 量 生 産 が 計 画 さ れ る 場 合 が あ る 。 し か し 、 そ れ に 次 ぐ 製 品 で の Ａ
Ｓ Ｉ Ｃ の 再 利 用 を 計 画 す る た め に 、 技 術 者 は 、 先 の 製 品 で 使 用 し な い 回 路 を Ａ Ｓ Ｉ Ｃ に 追
加 し な け れ ば な ら な い こ と が 多 い 。 か か る 場 合 に は 、 次 の ２ つ の 選 択 肢 を 慎 重 に 選 択 す る
こ と が 重 要 と な る 。
1） 別 個 に Ａ Ｓ Ｉ Ｃ を 設 計 す る 。 こ の 場 合 に は 、 製 品 の 量 産 に よ る 節 約 に 基 づ き Ａ Ｓ Ｉ Ｃ
設 計 の １ つ が 大 幅 に 低 い コ ス ト を 有 す る も の と な る 。
2） 共 通 の Ａ Ｓ Ｉ Ｃ を 設 計 す る 。 該 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ は 、 一 層 高 コ ス ト で は あ る が 異 な る 製 品 間 で
再 使 用 す る こ と が 可 能 な も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 理 想 的 に は 、 再 使 用 可 能 な 制 御 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の コ ス ト を 低 減 さ せ る と 同 時 に 、 別 個 に Ａ Ｓ Ｉ
Ｃ を 設 計 す る 場 合 よ り も 一 層 高 い 設 計 用 途 上 の 柔 軟 性 を 提 供 す る 、 Ｈ ブ リ ッ ジ 制 御 用 の Ａ
Ｓ Ｉ Ｃ 設 計 を 実 現 す る こ と が 有 益 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ は 、 サ ブ シ ス テ ム を 有 す る 画 像 形 成 機 構 20の 一 実 施 形 態 を 概 略 的 に 示 し て い る 。 該
画 像 形 成 機 構 20は 、 産 業 、 事 務 所 、 家 庭 、 又 は そ の 他 の 環 境 に お い て 、 紙 、 透 明 シ ー ト 、
被 覆 媒 体 、 カ ー ド ス ト ッ ク 、 写 真 品 質 紙 、 及 び 封 筒 な ど の 様 々 な 媒 体 に イ メ ー ジ を 形 成 す
る た め に 使 用 さ れ る こ と が あ る 。 様 々 な 画 像 形 成 機 構 が 市 販 さ れ て い る 。 例 え ば 、 本 書 で
説 明 す る 思 想 を 実 現 す る 画 像 形 成 機 構 と し て 幾 つ か の 例 を 挙 げ る と 、 卓 上 プ リ ン タ 、 携 帯
型 印 刷 装 置 、 大 判 プ リ ン タ 、 電 子 写 真 -イ ン ク ジ ェ ッ ト 複 合 型 プ リ ン タ 、 複 写 機 、 ビ デ オ
プ リ ン タ 、 及 び フ ァ ク シ ミ リ 装 置 が あ る 。 便 宜 上 、 本 書 で 紹 介 す る 思 想 は 、 画 像 形 成 機 構
20の 環 境 で そ の 説 明 を 行 う こ と と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 画 像 形 成 機 構 20は 、 該 画 像 形 成 機 構 20内 の 様 々 な イ メ ー ジ 形 成 サ ブ シ ス テ ム の 動 作 を 調
整 す る コ ン ト ロ ー ラ 22を 有 す る 。 該 コ ン ト ロ ー ラ 22は 、 装 置 及 び 実 施 形 態 に 応 じ て 、 マ イ
ク ロ プ ロ セ ッ サ 、 特 定 用 途 向 け 集 積 回 路 （ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ ） 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 デ ィ ジ タ ル 構 成 要
素 、 及 び ／ 又 は ア ナ ロ グ 構 成 要 素 と す る こ と が 可 能 で あ る 。 媒 体 搬 送 シ ス テ ム の 一 部 と し
て 媒 体 搬 送 モ ー タ 23を 使 用 し て 、 媒 体 入 力 ト レ イ 26か ら プ リ ン ト 領 域 28を 介 し て プ リ ン ト
媒 体 24を 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 該 媒 体 搬 送 モ ー タ 23は 、 コ ン ト ロ ー ラ 22か ら の 媒 体 搬
送 制 御 信 号 29に 応 じ て 媒 体 24を 前 進 さ せ る 。 本 書 の 目 的 で は 、 「 媒 体 」 と い う 用 語 は 、 １
枚 の プ リ ン ト 媒 体 並 び に 複 数 枚 の プ リ ン ト 媒 体 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 実 施 形 態 に お け る 画 像 形 成 機 構 20は ま た 、 走 査 軸 32を 画 定 す る キ ャ リ ッ ジ ガ イ ド ロ
ッ ド 30を 有 す る 。 該 キ ャ リ ッ ジ ガ イ ド ロ ッ ド 30は 、 プ リ ン ト 領 域 28を 前 後 に 往 復 し て 移 動
す る よ う プ リ ン ト ヘ ッ ド キ ャ リ ッ ジ 34を ス ラ イ ド 可 能 に 支 持 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ 22か ら 受
け 取 っ た キ ャ リ ッ ジ 制 御 信 号 38に 応 じ て 、 キ ャ リ ッ ジ 駆 動 モ ー タ 36を 使 用 し て キ ャ リ ッ ジ
34を 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 5,276,970号 に 記 載 さ れ て い る よ う に
、 プ リ ン ト ヘ ッ ド キ ャ リ ッ ジ 34の 背 面 に 、 エ ン コ ー ダ ス ト リ ッ プ に よ り 提 供 さ れ る 位 置 情
報 を 読 み 取 る 光 学 エ ン コ ー ダ リ ー ダ （ 図 示 せ ず ） を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 該 エ ン コ ー
ダ ス ト リ ッ プ リ ー ダ に よ り 位 置 フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 を 提 供 す る 方 式 は 、 当 業 者 に 既 知 の 様
々 な 方 法 で 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 プ リ ン ト 領 域 28内 で 、 媒 体 シ ー ト 40は 、 黒 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ 44及 び ／ 又 は カ ラ ー イ ン
ク ジ ェ ッ ト カ ー ト リ ッ ジ 46な ど の イ ン ク ジ ェ ッ ト カ ー ト リ ッ ジ か ら イ ン ク 42を 受 容 す る 。
黒 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ 44及 び カ ラ ー イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ 46は プ リ ン ト ヘ ッ ド キ ャ リ ッ ジ 34
に よ り 支 持 さ れ て い る 。 黒 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ 44は 、 本 書 で は 顔 料 ベ ー ス の イ ン ク を 含 む
も の と し て 示 さ れ て い る 。 説 明 上 、 カ ラ ー カ ー ト リ ッ ジ 46を 、 シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 及 び イ
エ ロ ー の ３ つ の 別 個 の 染 料 ベ ー ス の イ ン ク を 含 む も の と し て 説 明 す る が 、 実 施 態 様 に よ っ
て は カ ラ ー カ ー ト リ ッ ジ 46が 顔 料 ベ ー ス の イ ン ク を 含 む こ と も 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で
あ る 。 ま た 、 パ ラ フ ィ ン ベ ー ス の イ ン ク 、 並 び に 染 料 及 び 顔 料 の 両 方 の 特 性 を 有 す る 複 合
又 は 合 成 イ ン ク と い っ た 他 の タ イ プ の イ ン ク を カ ー ト リ ッ ジ 44,46に 使 用 す る こ と が 可 能
で あ る こ と も 明 ら か で あ る 。 図 示 し た 画 像 形 成 機 構 20は 、 交 換 可 能 な 複 数 の プ リ ン ト ヘ ッ
ド カ ー ト リ ッ ジ を 使 用 す る も の で あ り 、 そ の 各 カ ー ト リ ッ ジ は リ ザ ー バ を 有 し て お り 、 該
リ ザ ー バ は 、 プ リ ン ト ヘ ッ ド が プ リ ン ト 領 域 28上 を 往 復 運 動 す る 際 に 供 給 用 イ ン ク 全 体 を
搬 送 す る も の と な る 。 ま た 、 本 書 で 用 い る 「 カ ー ト リ ッ ジ 」 な る 用 語 は 、 イ ン ク 供 給 源 領
域 内 に 配 置 さ れ た 各 イ ン ク （ シ ス テ ム 内 の イ ン ク 数 に 依 存 す る 、 黒 、 シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、
イ エ ロ ー 、 又 は そ の 他 の 色 ） 毎 の 固 定 式 メ イ ン リ ザ ー バ （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 「 軸 外 （ of
f-axis） 」 イ ン ク 供 給 シ ス テ ム を 指 す こ と が あ る 。 軸 外 シ ス テ ム で は 、 カ ー ト リ ッ ジ は 、
プ リ ン ト ヘ ッ ド 移 動 経 路 の 「 軸 外 （ off-axis） 」 に 配 置 さ れ た 固 定 式 メ イ ン リ ザ ー バ か ら
従 来 の 柔 軟 な 配 管 シ ス テ ム に よ っ て 送 ら れ た イ ン ク を 補 充 す る こ と が で き 、 し た が っ て 、
小 さ い イ ン ク 供 給 源 だ け が キ ャ リ ッ ジ 34に よ り プ リ ン ト 領 域 28を 横 切 っ て 推 進 さ れ る 。 ま
た 、 永 久 的 又 は 半 永 久 的 な プ リ ン ト ヘ ッ ド に ス ナ ッ プ 係 合 す る イ ン ク リ ザ ー バ を 有 す る カ
ー ト リ ッ ジ と い っ た 他 の イ ン ク 供 給 又 は 流 体 供 給 シ ス テ ム が 、 本 書 で 説 明 す る シ ス テ ム を
採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 示 の 黒 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ 44は 、 黒 プ リ ン ト ヘ ッ ド 48を 有 し 、 カ ラ ー カ ー ト リ ッ ジ 46
は 、 シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 及 び イ エ ロ ー イ ン ク を 排 出 す る 三 色 プ リ ン ト ヘ ッ ド 50を 有 す る 。
プ リ ン ト ヘ ッ ド 48,50は 、 プ リ ン ト 領 域 28内 に あ る と き に 媒 体 シ ー ト 40上 に イ メ ー ジ を 形
成 す る た め に イ ン ク 42を 選 択 的 に 排 出 す る 。 プ リ ン ト ヘ ッ ド 48,50は そ れ ぞ れ 、 当 業 者 に
周 知 の 方 法 で 形 成 さ れ た 複 数 の ノ ズ ル を 有 す る オ リ フ ィ ス 板 を 有 す る 。 各 プ リ ン ト ヘ ッ ド
48,50の ノ ズ ル は 、 オ リ フ ィ ス 板 に 沿 っ て 少 な く と も １ つ （ 典 型 的 に は ２ つ ） の 線 形 配 列
で 一 般 に 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 書 で 用 い る 「 線 形 」 な る 用 語 は 、 「 ほ ぼ 線 形 」 又 は
「 実 質 的 に 線 形 」 と 解 釈 す る こ と が で き 、 例 え ば ジ グ ザ グ 配 列 で 互 い に 少 し ず ら さ れ た ノ
ズ ル 配 列 を 含 む こ と が で き る 。 各 線 形 ア レ イ は 、 一 般 に 、 走 査 軸 32と 垂 直 な 縦 方 向 に 整 列
さ れ 、 そ の 各 ア レ イ の 長 さ に よ っ て 、 プ リ ン ト ヘ ッ ド の 単 一 パ ス の 最 大 イ メ ー ジ ス ワ ス （
swath） が 決 ま る 。 プ リ ン ト ヘ ッ ド 48,50は 、 サ ー マ ル イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド で あ
る が 、 圧 電 式 プ リ ン ト ヘ ッ ド の よ う な 他 の タ イ プ の プ リ ン ト ヘ ッ ド を 使 用 す る こ と も 可 能
で あ る 。 サ ー マ ル プ リ ン ト ヘ ッ ド 48,50は 、 典 型 的 に は 、 複 数 の ノ ズ ル に 関 連 付 け さ れ た
複 数 の 抵 抗 を 含 む 。 選 択 さ れ た 抵 抗 が 通 電 さ れ る と 、 ガ ス の バ ブ ル が 形 成 さ れ 、 該 バ ブ ル
が 、 ノ ズ ル の 下 方 に プ リ ン ト 領 域 28が あ る 際 に ノ ズ ル か ら プ リ ン ト 媒 体 40上 へ と イ ン ク 滴
42を 発 射 さ せ る 。 該 プ リ ン ト ヘ ッ ド 抵 抗 は 、 コ ン ト ロ ー ラ 22か ら プ リ ン ト ヘ ッ ド キ ャ リ ッ
ジ 34に 送 ら れ る 発 射 コ マ ン ド 制 御 信 号 に 応 じ て 選 択 的 に 通 電 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 印 刷 ジ ョ ブ と 印 刷 ジ ョ ブ と の 間 に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト キ ャ リ ッ ジ 34が 、 キ ャ リ ッ ジ ガ イ ド
ロ ッ ド 30に 沿 っ て サ ー ビ ス 領 域 ま で 移 動 し 、 該 サ ー ビ ス 領 域 に お い て 、 サ ー ビ ス 機 構 52が
、 非 使 用 期 間 中 の 保 管 の た め の プ ラ イ ミ ン グ 、 ス ク レ イ ピ ン グ 、 キ ャ ッ ピ ン グ と い っ た 当
業 者 に 既 知 の 様 々 な サ ー ビ ス 機 能 を 実 行 し て 、 イ ン ク が 乾 燥 し て イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト
ヘ ッ ド ノ ズ ル が 詰 ま る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ ン 52は 、 サ ー ビ ス
機 構 モ ー タ 54に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き る 可 動 パ レ ッ ト （ 図 示 せ ず ） を 含 む こ と が 可 能
で あ る 。 該 サ ー ビ ス 機 構 モ ー タ 54は 、 コ ン ト ロ ー ラ 22か ら の サ ー ビ ス 機 構 制 御 信 号 56に 応
じ て 動 作 す る 。 イ ン ク ジ ェ ッ ト ク リ ー ニ ン グ サ ー ビ ス 機 構 の 可 動 パ レ ッ ト の 一 例 は 、 米 国
特 許 第 5,980,018号 に 見 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 し た 画 像 形 成 機 構 20は 、 プ リ ン ト 能 力 に 加 え て 走 査 能 力 も 有 す る 多 機 能 イ メ ー
ジ 形 成 装 置 で あ る 。 該 画 像 形 成 機 構 20の ス キ ャ ナ 58は 、 平 面 プ ラ テ ン ガ ラ ス （ 図 示 せ ず ）
上 を 移 動 し て 走 査 イ メ ー ジ を 収 集 す る も の と す る こ と も 、 該 ス キ ャ ナ 58を 通 過 し て 入 力 印
刷 イ メ ー ジ を 進 行 さ せ る も の と す る こ と も 可 能 で あ る 。 説 明 を 単 純 に す る た め に 、 本 書 で
は 、 ス キ ャ ナ 58を 平 面 プ ラ テ ン ガ ラ ス 上 を 移 動 可 能 な も の と し て 説 明 す る 。 ス キ ャ ナ 58は
、 コ ン ト ロ ー ラ 22か ら 受 け 取 っ た ス キ ャ ナ 制 御 信 号 62に 応 じ て ス キ ャ ナ モ ー タ 60に よ っ て
移 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 示 し た よ う に 、 画 像 形 成 機 構 20は 、 ４ つ の モ ー タ 、 す な わ ち 、 キ ャ リ ッ ジ モ ー タ 36、
媒 体 搬 送 モ ー タ 23、 サ ー ビ ス 機 構 モ ー タ 54、 及 び ス キ ャ ナ モ ー タ 60を 含 む 。 他 の 多 く の イ
メ ー ジ 形 成 装 置 は 、 ス キ ャ ナ モ ー タ 60を 含 ま ず 、 検 討 中 の 多 機 能 イ メ ー ジ 形 成 装 置 と は 異
な り 、 ハ ー ド コ ピ ー イ メ ー ジ し か 生 成 し な い も の で あ る 。 図 ２ は 、 （ イ メ ー ジ 形 成 装 置 20
の よ う な ） 走 査 モ ー タ 60の な い イ メ ー ジ 形 成 装 置 で モ ー タ 制 御 の た め に 使 用 す る こ と が で
き る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 63の 一 実 施 形 態 を 概 略 的 に 示 し た も の で あ る 。 ３ つ の モ ー タ 66A,66B,66Cの
各 々 に １ つ の Ｈ ブ リ ッ ジ 回 路 64A,64B,64Cが 割 り 当 て ら れ る 。 Ｈ ブ リ ッ ジ 64A,64B,64Cの 各
々 は そ れ ぞ れ 同 じ よ う に 動 作 し 、 よ っ て 、 説 明 の 単 純 化 の た め 、 Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aの 動 作 の
み を 説 明 す る 。 Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aは 、 左 側 及 び 右 側 を 有 す る 。 左 側 に ２ つ の ス イ ッ チ が あ り
、 右 側 に ２ つ の ス イ ッ チ が あ る 。 図 ２ で は 、 該 ス イ ッ チ は 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｆ Ｅ Ｔ
） と し て 示 さ れ て い る が 、 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ や リ レ ー と い っ た 他 の タ イ プ の ス イ ッ
チ を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aは 、 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ 68Aを 有 す る 。 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ
68Aは 、 ド レ イ ン 70A、 ソ ー ス 72A、 及 び ゲ ー ト 74Aを 有 す る 。 ゲ ー ト 74Aに し き い 値 電 圧 が
印 加 さ れ る と 、 ド レ イ ン 70Aと ソ ー ス 72Aと の 間 に 電 流 が 流 れ る こ と が で き る 。 ゲ ー ト 74A
に し き い 値 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 に は 、 ド レ イ ン 70Aと ソ ー ス 72と Aの 間 に 電 流 は 流
れ な い 。 こ れ が 、 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ 68Aが ス イ ッ チ の よ う に 働 く 態 様 で あ り 、 本 書 に 示 す 他 の Ｆ
Ｅ Ｔ も 同 様 に 動 作 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aは 、 ゲ ー ト 78A、 ソ ー ス 80A、 及 び ド レ イ ン 82Aを 有 す る 右 上 Ｆ Ｅ Ｔ 76Aを
有 す る 。 Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aは ま た 、 ゲ ー ト 86A、 ソ ー ス 88A、 及 び ド レ イ ン 90Aを 有 す る 左 下 Ｆ
Ｅ Ｔ 84Aを 有 す る 。 Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aは 更 に 、 ゲ ー ト 94A、 ソ ー ス 96A、 及 び ド レ イ ン 98Aを 有
す る 右 下 Ｆ Ｅ Ｔ 92Aを 有 す る 。 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ 68Aの ド レ イ ン 70Aと 右 上 Ｆ Ｅ Ｔ 76Aの ド レ イ ン 82
Aに そ れ ぞ れ バ イ ア ス 電 圧 100が 結 合 さ れ る 。 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ 68の ソ ー ス 72Aは 、 第 １ の モ ー タ
接 点 102Aに 結 合 さ れ る 。 ソ ー ス 80Aは 、 第 ２ の モ ー タ 接 点 104Aに 結 合 さ れ る 。 第 １ 及 び 第
２ の モ ー タ 接 点 102A,104Aが Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 63上 に 配 置 さ れ 、 こ の た め 該 第 １ の モ ー タ 接 点 102A
と 該 第 ２ の モ ー タ 接 点 104Aと の 間 に モ ー タ 66Aを 結 合 す る こ と が で き る 。 モ ー タ 66A,66B,6
6Cは 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 63の 一 部 で は な い が 、 そ れ ら モ ー タ が モ ー タ 接 点 に ど の よ う に 結 合 さ れ る
か を 示 す た め に 図 示 し た も の で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。 左 下 Ｆ Ｅ Ｔ 84Aの ド レ イ ン 90Aは
第 １ の モ ー タ 接 点 102Aに 結 合 さ れ る 。 右 下 Ｆ Ｅ Ｔ 92Aの ド レ イ ン 98Aは 第 ２ の モ ー タ 接 点 10
4Aに 結 合 さ れ る 。 左 下 Ｆ Ｅ Ｔ 84Aの ソ ー ス 88Aと 右 下 Ｆ Ｅ Ｔ 92Aの ソ ー ス 96Aは 電 圧 ア ー ス 10
6に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 示 の Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aが 構 成 さ れ る と 、 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ 68Aの ゲ ー ト 74Aと 右 下 Ｆ Ｅ Ｔ 92Aの ゲ
ー ト 94Aに 同 時 に 適 当 な し き い 値 電 圧 が 印 加 さ れ る 共 に 右 上 Ｆ Ｅ Ｔ 76Aと 左 下 Ｆ Ｅ Ｔ 84Aが
そ の 各 Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト 78A,86Aに 少 な く と も し き い 値 電 圧 が 供 給 さ れ な い こ と に よ り 非 導
通 状 態 に 維 持 さ れ る 際 に 、 モ ー タ 66Aを 介 し て 第 １ の 方 向 108Aに 電 流 が 流 れ る 。 こ れ に よ
り 、 モ ー タ 66Aが 第 １ の 方 向 に 回 転 す る 。 一 方 、 右 上 Ｆ Ｅ Ｔ 76Aの ゲ ー ト 78Aと 左 下 Ｆ Ｅ Ｔ 8
4Aの ゲ ー ト 86Aに 同 時 に 適 当 な し き い 値 電 圧 が 印 加 さ れ る と 共 に 、 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ 68Aと 右 下 Ｆ
Ｅ Ｔ 92Aが 、 そ の 各 Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト 74A,92Aに 少 な く と も し き い 値 電 圧 が 供 給 さ れ な い こ と
に よ り 非 導 通 状 態 に 維 持 さ れ る 際 に 、 モ ー タ 66Aを 介 し て 第 ２ の 方 向 110Aに 電 流 が 流 れ る
。 こ れ に よ り 、 モ ー タ 66Aが 第 ２ の 方 向 に 回 転 す る 。 右 側 の Ｆ Ｅ Ｔ 76A,92Aの 両 方 又 は 左 側
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の Ｆ Ｅ Ｔ 68A,84Aの 両 方 を オ フ に す る こ と に よ り 、 モ ー タ が 第 １ の 方 向 又 は 第 ２ の 方 向 に
回 転 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。 Ｆ Ｅ Ｔ の 他 の 組 み 合 わ せ を オ フ に し て 、 電 流 が 第 １ の 方
向 108A又 は 第 ２ の 方 向 110Aに 流 れ る の を 防 ぎ 、 こ れ に よ り モ ー タ が ど ち ら か の 方 向 に 回 転
す る の を 防 ぐ こ と が で き 、 か か る 組 み 合 わ せ は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 Ｈ ブ リ ッ ジ Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト 74A,78A,88A,96Aを 制 御 す る に は 多 く の 方 法
が 可 能 で あ る 。 図 ２ の 実 施 形 態 は 、 ３ つ の 入 力 I 1 ,A 1 ,B 1 を 利 用 し て モ ー タ 66Aを 制 御 す る
。 第 ２ 方 向 入 力 A 1 は 、 右 上 Ｆ Ｅ Ｔ 76Aの ゲ ー ト 78Aに 結 合 さ れ る 。 第 １ 方 向 入 力 B 1 は 、 右 下
Ｆ Ｅ Ｔ 92Aの ゲ ー ト 94Aに 結 合 さ れ る 。 モ ー タ 速 度 入 力 I 1 は 、 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ 68Aの ゲ ー ト 74Aに
結 合 さ れ る 。 モ ー タ 速 度 入 力 I 1 は ま た 、 反 転 器 112Aを 通 っ た 後 に 左 下 Ｆ Ｅ Ｔ 84Aの ゲ ー ト 8
6Aに も 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ 方 向 入 力 A 1 及 び 第 １ 方 向 入 力 B 1 は 、 以 下 の よ う に モ ー タ を 制 御 す る た め に Ａ Ｓ Ｉ Ｃ
に よ っ て 使 用 さ れ る 。 A 1 及 び B 1 が 両 方 と も デ ィ セ ー ブ ル に さ れ る （ 少 な く と も し き い 値 タ
ー ン オ ン 電 圧 が 提 供 さ れ な い ） 場 合 に は 、 モ ー タ 速 度 入 力 I 1 の 状 態 に か か わ ら ず 、 モ ー タ
66Aに は ど ち ら の 方 向 に も 電 流 が 流 れ な い 。 第 ２ 方 向 入 力 A 1 が イ ネ ー ブ ル に さ れ る （ 少 な
く と も し き い 値 タ ー ン オ ン 電 圧 が 提 供 さ れ る ） と 共 に 第 １ 方 向 入 力 B 1 が デ ィ セ ー ブ ル に さ
れ る 場 合 に は 、 モ ー タ 速 度 入 力 I 1 に 加 え ら れ る 電 圧 パ ル ス 幅 変 調 （ PWM） に 関 連 し て モ ー
タ 66Aに 第 ２ の 方 向 110Aに 電 流 が 流 れ る 。 一 方 、 第 ２ 方 向 入 力 A 1 が デ ィ セ ー ブ ル に さ れ 、
及 び 第 １ 方 向 入 力 B 1 が イ ネ ー ブ ル に さ れ る 場 合 に は 、 モ ー タ 速 度 入 力 I 1 に 加 え ら れ た 電 圧
パ ル ス 幅 変 調 に 関 連 し て モ ー タ 66Aに 第 １ の 方 向 108Aの 電 流 が 流 れ る 。 Ｈ ブ リ ッ ジ 64B,64C
は そ れ ぞ れ Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aの 場 合 と 類 似 し た 態 様 で モ ー タ 66B,66Cを 動 作 さ せ る た め 、 か か
る 更 な る ブ リ ッ ジ の 動 作 に つ い て は 詳 述 し な い 。 し か し 、 該 動 作 の 類 似 性 を 示 す た め に 、
Ｈ ブ リ ッ ジ 64B,64Cの 要 素 を 、 Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aの 場 合 と 同 様 の 符 号 を 付 し 、 該 符 号 の 添 字 を
「 B」 又 は 「 C」 に 変 更 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 116を 特 徴 と し て 有 す る 、 モ ー タ 制 御 に 使 用 さ れ る Ａ Ｓ Ｉ
Ｃ 114の 別 の 実 施 形 態 を 概 略 的 に 示 し た も の で あ る 。 該 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 116は 、 図 ２ の
Ｈ ブ リ ッ ジ 64Cの 設 計 に （ Ｈ ブ リ ッ ジ を 追 加 す る 際 に 一 般 に 必 要 と な る ） ４ つ の Ｆ Ｅ Ｔ で
は な く ２ つ の Ｆ Ｅ Ｔ を 追 加 す る こ と に よ り 、 代 替 的 な モ ー タ 118の 選 択 を 可 能 に す る 。 該
代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 116は 、 第 １ の モ ー タ 接 点 102Cに 結 合 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ
（ Ｆ Ｅ Ｔ 68C,84C） を 第 １ の 共 用 側 に 有 す る 。 該 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 116は ま た 、 第 ２ の モ
ー タ 接 点 104Cに 結 合 さ れ た 第 ３ 及 び 第 ４ の ス イ ッ チ （ Ｆ Ｅ Ｔ 76C,92C） を 第 ２ の 側 に 有 す
る 。 モ ー タ 66Cは 、 第 １ の モ ー タ 接 点 102Cと 第 ２ の モ ー タ 接 点 104Cと の 間 に 結 合 さ れ 、 第
２ 方 向 入 力 A 3 、 第 １ の 方 向 入 力 B 3 、 及 び モ ー タ 速 度 入 力 I 3 , 4 を 操 作 す る こ と に よ り 、 前 述
の よ う に 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 製 品 に よ っ て は 、 こ れ ら が 必 要 な も の 全 て と な り 、 追
加 の Ｆ Ｅ Ｔ 120,122（ 第 ３ の 側 の ハ ー フ Ｈ ブ リ ッ ジ を 構 成 す る 第 ５ 及 び 第 ６ の ス イ ッ チ ）
を 省 略 す る こ と が 可 能 と な る 。 し か し 、 関 連 す る 製 品 で は 、 代 替 的 な モ ー タ 118が 第 ３ の
モ ー タ 接 点 124と 第 １ の モ ー タ 接 点 102Cと の 間 に 接 続 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ の た め 、 ハ ー
フ Ｈ ブ リ ッ ジ の 第 ３ の 側 及 び 共 用 さ れ る 第 １ の 側 を 第 ２ の Ｈ ブ リ ッ ジ と し て 動 作 さ せ る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 代 替 的 な 上 側 Ｆ Ｅ Ｔ 120は 、 ゲ ー ト 126、 ド レ イ ン 128、 及 び ソ ー ス 130を 有 す る 。 代 替 的
な 下 側 Ｆ Ｅ Ｔ 122は 、 ゲ ー ト 132、 ド レ イ ン 134、 及 び ソ ー ス 136を 有 す る 。 代 替 的 な 上 側 Ｆ
Ｅ Ｔ 120の ド レ イ ン 128は バ イ ア ス 電 圧 100に 結 合 さ れ る 。 代 替 的 な 上 側 Ｆ Ｅ Ｔ 120の ソ ー ス
130は 第 ３ の モ ー タ 接 点 124に 結 合 さ れ る 。 代 替 的 な 下 側 Ｆ Ｅ Ｔ 122の ド レ イ ン 134は 第 ３ の
モ ー タ 接 点 124に 結 合 さ れ る 。 代 替 的 な 下 側 Ｆ Ｅ Ｔ 122の ソ ー ス 136は 電 圧 ア ー ス 106に 結 合
さ れ る 。 代 替 的 な 第 ２ 方 向 入 力 A 4 は 、 代 替 的 な 上 側 Ｆ Ｅ Ｔ 120の ゲ ー ト 126に 結 合 さ れ る 。
代 替 的 な 第 １ 方 向 入 力 B 4 は 、 代 替 的 な 下 側 Ｆ Ｅ Ｔ 122の ゲ ー ト 132に 結 合 さ れ る 。 代 替 的 な
第 １ 方 向 入 力 B 4 及 び 第 ２ 方 向 入 力 A 4 を デ ィ セ ー ブ ル に す る こ と に よ り 、 代 替 的 な モ ー タ 11
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8が デ ィ セ ー ブ ル に さ れ 、 図 ２ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー タ 入 力 B 3 ,A 3
を 制 御 す る こ と に よ り 、 モ ー タ 66Cを 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 代 替 的 な モ ー タ 118を 動 作
さ せ る た め に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー タ B 3 ,A 3 を デ ィ セ ー ブ ル に し な け れ ば な ら な い 。 次
い で 、 第 ２ 方 向 入 力 A 4 が イ ネ ー ブ ル に さ れ る （ 少 な く と も し き い 値 タ ー ン オ ン 電 圧 が 提 供
さ れ る ） と 共 に 、 第 １ 方 向 入 力 B 4 が デ ィ セ ー ブ ル に さ れ た 場 合 に は 、 モ ー タ 速 度 入 力 I 3 , 4
に 加 え ら れ た 電 圧 パ ル ス 幅 変 調 に 関 連 し て 代 替 的 な モ ー タ 118に 第 ２ の 方 向 110Dの 電 流 が
流 れ る 。 一 方 、 第 ２ 方 向 入 力 A 4 が デ ィ セ ー ブ ル に さ れ 、 及 び 第 １ 方 向 入 力 B 4 が イ ネ ー ブ ル
に さ れ た 場 合 に は 、 モ ー タ 速 度 入 力 I 3 , 4 に 加 え ら れ た 電 圧 パ ル ス 幅 変 調 に 関 連 し て モ ー タ
118に 第 １ の 方 向 108Dの 電 流 が 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 の よ う な 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ を 利 用 す る こ と に よ り 、
設 計 者 は 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 上 の 回 路 素 子 数 の 削 減 に よ る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ コ ス ト の 低 減 と 追 加 の モ ー タ を
駆 動 す る 追 加 の 能 力 を 持 た せ る こ と に よ る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 再 使 用 性 の 向 上 と の 間 の ト レ ー ド オ
フ を 改 善 す る た め に Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 設 計 に お い て 使 用 す る こ と が で き る 選 択 肢 を 得 る こ と が で き
る 。 図 ３ に 示 し た 実 施 形 態 は 、 ４ つ の Ｆ Ｅ Ｔ 回 路 素 子 で は な く ２ つ の Ｆ Ｅ Ｔ 回 路 素 子 を 追
加 す る だ け で 、 モ ー タ を 追 加 す る 選 択 肢 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ に 接 続 さ れ た モ ー タ を 動 作 さ せ る た め に 使 用 す る こ と が で
き る 操 作 の 一 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 第 １ の モ ー タ と 第 ２ の モ ー タ の ど ち ら を 使 用 す る か
の 決 定 138を 行 う 必 要 が あ る 。 図 ３ で は 、 モ ー タ 66Cを 第 １ の モ ー タ と 見 な し 、 代 替 的 な モ
ー タ 118を 第 ２ の モ ー タ と 見 な す こ と が で き る 。 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 116は 、 そ れ ぞ れ 共 通
側 （ す な わ ち 共 用 側 ） を 有 す る 第 １ 及 び 第 ２ の Ｈ ブ リ ッ ジ と 見 な す こ と が で き る 。 こ こ で
図 ４ に 戻 る 。 第 １ の モ ー タ 140を 使 用 す る と 決 定 さ れ た 場 合 に は 、 第 ２ の モ ー タ の Ｈ ブ リ
ッ ジ の 非 共 用 側 が ロ ッ ク ア ウ ト さ れ る （ ス テ ッ プ 142） 。 次 い で 、 モ ー タ を 回 転 さ せ た い
方 向 に 依 存 し て 、 第 １ の モ ー タ の Ｈ ブ リ ッ ジ の 非 共 用 側 の 上 側 ゲ ー ト 又 は 下 側 ゲ ー ト が イ
ネ ー ブ ル に さ れ る （ ス テ ッ プ 144） 。 ま た 、 第 ２ の モ ー タ 146を 使 用 す る と 決 定 さ れ た 場 合
に は 、 第 １ の モ ー タ の Ｈ ブ リ ッ ジ の 非 共 用 側 が ロ ッ ク ア ウ ト さ れ る （ ス テ ッ プ 148） 。 次
い で 、 モ ー タ を 回 転 さ せ た い 方 向 に 依 存 し て 、 第 ２ の モ ー タ の Ｈ ブ リ ッ ジ の 非 共 用 側 の 上
側 ゲ ー ト 又 は 下 側 ゲ ー ト が イ ネ ー ブ ル に さ れ る （ ス テ ッ プ 150） 。 第 １ の モ ー タ 144又 は 第
２ の モ ー タ 150の 非 共 用 側 の 上 側 ゲ ー ト と 下 側 ゲ ー ト が ど ち ら が イ ネ ー ブ ル に さ れ た か に
か か わ ら ず 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー タ の Ｈ ブ リ ッ ジ の 共 用 側 の 入 力 が 駆 動 さ れ て 、 選 択 さ れ た
モ ー タ が 駆 動 さ れ る （ ス テ ッ プ 152） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 156を 特 徴 と し て 有 す る 、 モ ー タ 制 御 に 使 用 さ れ る Ａ Ｓ Ｉ
Ｃ 154の 別 の 実 施 形 態 を 概 略 的 に 示 し た も の で あ る 。 該 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 156は 、 図 ２ の
Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aの 設 計 に （ Ｈ ブ リ ッ ジ を 追 加 す る 際 に 一 般 に 必 要 と さ れ る ） ４ つ の Ｆ Ｅ Ｔ
で は な く １ つ の Ｆ Ｅ Ｔ を 追 加 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 又 は 代 替 的 な モ ー タ 158の 動 作 を 可
能 に す る も の で あ る 。 該 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 156は 、 第 １ の 共 用 側 に 、 第 １ の モ ー タ 接 点 1
02Cに 結 合 さ れ た 第 １ と 第 ２ の ス イ ッ チ （ Ｆ Ｅ Ｔ 68C,84C） を 有 す る 。 該 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ
ジ 156は ま た 、 第 ２ の 側 に 、 第 ２ の モ ー タ 接 点 104Cに 結 合 さ れ た 第 ３ と 第 ４ の ス イ ッ チ （
Ｆ Ｅ Ｔ 76C,92C） を 有 す る 。 モ ー タ 66Aは 、 第 １ の モ ー タ 接 点 102Aと 第 ２ の モ ー タ 接 点 104A
と の 間 に 結 合 さ れ 、 第 ２ 方 向 入 力 A 1 、 第 １ 方 向 入 力 B 1 、 及 び モ ー タ 速 度 入 力 I 1 , 5 を 操 作 す
る こ と に よ り 前 述 の よ う に 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 製 品 に よ っ て は 、 そ れ ら が 必 要 と さ
れ る 全 て と な り 、 追 加 の Ｆ Ｅ Ｔ 160（ 第 ５ の ス イ ッ チ ） は 省 略 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し
か し 、 関 連 す る 製 品 で は 、 第 ３ の モ ー タ 接 点 162と 第 １ の モ ー タ 接 点 102Aと の 間 に 第 ２ の
モ ー タ 158が 接 続 さ れ る こ と が あ る 。 Ｆ Ｅ Ｔ 160は 、 実 質 的 に 第 ３ の モ ー タ 接 点 に 結 合 さ れ
た ス イ ッ チ で あ り 、 第 １ の 共 用 側 と 該 ス イ ッ チ は 、 部 分 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ と し て 動 作 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 代 替 的 な Ｆ Ｅ Ｔ 160は 、 ゲ ー ト 164、 ド レ イ ン 166、 及 び ソ ー ス 168を 有 す る 。 代 替 的 な Ｆ
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Ｅ Ｔ 160の ド レ イ ン 166は バ イ ア ス 電 圧 100に 結 合 さ れ る 。 代 替 的 な Ｆ Ｅ Ｔ 160の ソ ー ス 168
は 、 第 ３ の モ ー タ 接 点 162に 結 合 さ れ る 。 代 替 的 な 方 向 入 力 A 5 は 、 代 替 的 な Ｆ Ｅ Ｔ 160の ゲ
ー ト 164に 結 合 さ れ る 。 代 替 的 な 方 向 入 力 A 5 を デ ィ セ ー ブ ル に す る こ と に よ り 、 代 替 的 な
モ ー タ 158が デ ィ セ ー ブ ル に さ れ 、 図 ２ に 関 し て 上 述 し た よ う に 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー タ 入
力 B 1 ,A 1 を 制 御 す る こ と に よ り 、 モ ー タ 66Aを 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 代 替 的 な モ ー タ 15
8を 動 作 さ せ る 際 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー タ 入 力 B 1 ,A 1 を デ ィ セ ー ブ ル に し な け れ ば な ら
な い 。 次 い で 、 方 向 入 力 A 5 が イ ネ ー ブ ル に さ れ た （ 少 な く と も し き い 値 タ ー ン オ ン 電 圧 が
提 供 さ れ た ） 場 合 に 、 モ ー タ 速 度 入 力 I 1 , 5 に 加 え ら れ た 電 圧 パ ル ス 幅 変 調 に 関 連 し て 方 向
170の 電 流 が 代 替 的 な モ ー タ 158に 流 れ る 。 こ の 実 施 形 態 の 場 合 に は 、 モ ー タ 接 続 機 構 を 代
替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 156に 配 線 し な お す こ と な く 、 代 替 的 な モ ー タ が 一 方 向 に の み 回 転 す る
こ と が で き る 。 し か し 、 図 ５ に 示 し た 実 施 形 態 の よ う な 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 156を 利 用 す
る こ と に よ り 、 設 計 者 は 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 上 の 回 路 素 子 数 の 削 減 に よ る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ コ ス ト の 低 減 と
追 加 の モ ー タ を 駆 動 す る 追 加 の 能 力 を 有 す る こ と に よ る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 再 使 用 性 の 向 上 と の ト
レ ー ド オ フ を 改 善 す る た め に Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 設 計 に お い て 使 用 す る こ と が で き る 選 択 肢 を 得 る こ
と に な る 。 図 ５ に 示 し た 実 施 形 態 は 、 １ つ の Ｆ Ｅ Ｔ 回 路 素 子 を 追 加 す る だ け で モ ー タ を 追
加 す る 選 択 肢 を 提 供 す る も の で あ る 。 ま た 、 代 替 的 に 第 ３ の モ ー タ 接 点 162と 電 圧 ア ー ス 1
06と の 間 に Ｆ Ｅ Ｔ 160を 結 合 す る こ と も 可 能 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｃ は 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 172を 概 略 的 に 示 し た も の で あ る 。 図 ６ Ａ ～ 図
６ Ｃ の 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 172は 、 図 ２ に 関 連 し て 上 述 し た よ う な Ｆ Ｅ Ｔ 素 子 68A,76A,84A
,92Aを 有 す る 。 該 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 172は ま た 、 図 ２ に 関 連 し て 上 述 し た よ う な 反 転 器 1
12A及 び 入 力 A 1 ,B 1 ,I 1 を 有 す る 。 図 ２ に 関 連 し て 上 述 し た よ う に 、 Ｈ ブ リ ッ ジ 172の 第 １ の
側 で 、 左 上 Ｆ Ｅ Ｔ 68A及 び 左 下 Ｆ Ｅ Ｔ 84Aが 両 方 と も 第 １ の モ ー タ 接 点 102Aに 結 合 さ れ る 。
Ｈ ブ リ ッ ジ 172の 第 ２ の 側 に は 、 右 上 Ｆ Ｅ Ｔ 76A及 び 右 下 Ｆ Ｅ Ｔ 92Aが 配 置 さ れ る 。 右 上 Ｆ
Ｅ Ｔ 76Aの ソ ー ス は 第 ２ の モ ー タ 接 点 174に 結 合 さ れ る 。 Ｆ Ｅ Ｔ 92Aの ド レ イ ン は 第 ３ の モ
ー タ 接 点 176に 結 合 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 ２ 及 び 第 ３ の モ ー タ 接 点 174,176は 第 ２ の 側 に
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ Ｂ は 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 172を １ つ の モ ー タ 178と 共 に 使 用 す る こ と が で き る １ つ
の 態 様 を 示 し て い る 。 モ ー タ 178の 一 方 の 側 は 第 １ の モ ー タ 接 点 102Aに 結 合 さ れ る 。 モ ー
タ 178の 第 ２ の 側 は 、 第 ２ の モ ー タ 接 点 174及 び 第 ３ の モ ー タ 接 点 176の 両 方 に 結 合 さ れ る
。 図 ６ Ｂ の よ う に 配 線 さ れ て い る 場 合 に は 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 172は 、 図 ２ に 関 連 し て
上 述 し た Ｈ ブ リ ッ ジ 64Aと 全 く 同 じ よ う に 動 作 す る こ と が で き る 。 モ ー タ 178は ２ つ の 方 向
に 動 作 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ Ｃ は 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ 172を 使 っ て ２ つ の モ ー タ を サ ポ ー ト す る こ と が で き る
態 様 を 示 し て い る 。 第 １ の モ ー タ 180の 一 方 の 側 は 第 １ の モ ー タ 接 点 102Aに 結 合 さ れ 、 該
第 １ の モ ー タ 180の 他 方 の 側 は 第 ２ の モ ー タ 接 点 174に 結 合 さ れ る 。 第 ２ の モ ー タ 182の 一
方 の 側 は 第 １ の モ ー タ 接 点 102Aに 結 合 さ れ 、 該 第 ２ の モ ー タ 182の 他 方 の 側 は 第 ３ の モ ー
タ 接 点 176に 結 合 さ れ る 。 図 ６ Ｃ に 示 す よ う に 配 線 さ れ て い る 場 合 に は 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ
ッ ジ 172を 操 作 し て 、 第 １ の モ ー タ 180又 は 第 ２ の モ ー タ 182を 単 一 方 向 に 回 転 さ せ る こ と
が で き る 。 図 ６ Ｃ に 関 し 、 入 力 A 1 は 第 １ の モ ー タ 入 力 A 1 と 称 す る こ と が で き 、 入 力 B 1 は 第
２ の モ ー タ 入 力 B 1 と 称 す る こ と が で き 、 入 力 I 1 は モ ー タ 速 度 入 力 I 1 と 称 す る こ と が で き る
。 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー タ 180,182の 両 方 が 回 転 し な い よ う に す る 場 合 に は 、 第 １ 及 び 第 ２
の モ ー タ 入 力 A 1 ,B 1 が デ ィ セ ー ブ ル に さ れ る （ 少 な く と も タ ー ン オ ン し き い 値 電 圧 が 提 供
さ れ な い ） 。 こ の 状 態 で は 、 モ ー タ 速 度 入 力 I 1 の 状 態 に か か わ ら ず 、 第 １ 及 び 第 ２ の モ ー
タ 180,182は 動 か な い 。 第 １ の モ ー タ 入 力 A 1 が イ ネ ー ブ ル に さ れ る （ 少 な く と も タ ー ン オ
ン し き い 値 電 圧 が 提 供 さ れ る ） と 共 に 第 ２ の モ ー タ 入 力 B 1 が デ ィ セ ー ブ ル に さ れ る 場 合 は
、 モ ー タ 速 度 入 力 I 1 に 加 え ら れ る パ ル ス 幅 変 調 率 に 関 連 し て 電 流 が 方 向 184に 流 れ る こ と
が で き る 。 こ の 電 流 に よ り 、 第 １ の モ ー タ 180は 一 方 向 に 回 転 す る 。 第 ２ の モ ー タ 入 力 B 1
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が イ ネ ー ブ ル に さ れ る と 共 に 第 １ の モ ー タ 入 力 A 1 が デ ィ セ ー ブ ル に さ れ る 場 合 に は 、 モ ー
タ 速 度 入 力 I 1 に 加 え ら れ る パ ル ス 幅 変 調 率 に 関 連 し て 電 流 が 方 向 186に 流 れ る こ と が で き
る 。 こ の 電 流 に よ り 、 第 ２ の モ ー タ 182は 一 方 向 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し た が っ て 、 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｃ に 示 し た 実 施 形 態 の よ う に 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ を 利 用 す る
こ と に よ り 、 設 計 者 は 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 上 の 回 路 素 子 数 の 削 減 に よ る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ コ ス ト の 低 減 と 追
加 の モ ー タ を 駆 動 す る た め の 追 加 の 能 力 を 有 す る こ と に よ る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 再 使 用 性 の 向 上 と
の 間 の ト レ ー ド オ フ を 改 善 す る た め に Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 設 計 に お い て 使 用 で き る 選 択 肢 を 得 る こ と
に な る 。 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｃ に 示 し た 実 施 形 態 は 、 第 ３ の モ ー タ 接 点 要 素 を 追 加 す る だ け で 他
の Ｆ Ｅ Ｔ 要 素 を 追 加 す る こ と な く モ ー タ を 追 加 す る と い う 選 択 肢 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ 、 図 ５ 、 及 び 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｃ に 示 し た 各 シ ス テ ム の よ う な 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ は 、
モ ー タ を 制 御 す る た め に Ａ Ｓ Ｉ Ｃ に 組 み 込 ま な け れ ば な ら な い 素 子 の 数 を 削 減 す る こ と に
よ り 、 従 来 の Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 設 計 に 付 随 し た 相 応 の コ ス ト を 伴 う こ と な く 、 設 計 上 の よ り 高 い フ
レ キ シ ビ リ テ ィ 及 び ス ケ ー ラ ビ リ テ ィ を 提 供 す る も の と な る 。 以 上 、 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ
、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 、 及 び 方 法 に 関 す る 様 々 な 構 成 要 素 及 び 実 施 形 態 の 考 察 に お い て 様 々 な 利 益 を
示 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 書 で 具 体 化 さ れ た Ｈ ブ リ ッ ジ 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 、 お よ び 方 法 に 対 し 、 本 書 に 含 ま れ る 思 想 に
従 い 、 特 定 の 実 施 態 様 に 応 じ て 、 更 に 特 許 請 求 の 範 囲 内 で 、 様 々 な 他 の 等 価 な 改 良 お よ び
代 替 を 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 、 と い う こ と は 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 サ ブ シ ス テ ム を 有 す る 画 像 形 成 機 構 の 一 実 施 形 態 を 概 略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 Ｈ ブ リ ッ ジ を 特 徴 と し て 有 す る 、 モ ー タ 制 御 に 使 用 す る た め の Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 一 実 施
形 態 を 概 略 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ を 特 徴 と し て 有 す る 、 モ ー タ 制 御 に 使 用 す る た め の Ａ Ｓ Ｉ Ｃ
の 別 の 一 実 施 形 態 を 概 略 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ に 接 続 さ れ た 駆 動 モ ー タ を 動 作 さ せ る た め に 用 い る こ と が で
き る 処 理 の 一 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ を 特 徴 と し て 有 す る 、 モ ー タ 制 御 に 使 用 す る た め の Ａ Ｓ Ｉ Ｃ
の 別 の 一 実 施 形 態 を 概 略 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 設 計 を 概 略 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 設 計 を 概 略 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 代 替 的 な Ｈ ブ リ ッ ジ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 設 計 を 概 略 的 に 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
68C+84C          第 １ の 側
76C+92C          第 ２ の 側
68C+76C+84C+92C  第 １ の Ｈ ブ リ ッ ジ
102C             第 １ の モ ー タ 接 点
104C             第 ２ の モ ー タ 接 点
114              装 置
120+122          第 ３ の 側
124              第 ３ の モ ー タ 接 点
160              ス イ ッ チ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ６ Ｃ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 11月 13日 (2003.11.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６ Ａ
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ６ Ａ 】
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